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　 1．は じめ｝こ

　日常生活のなか で色名がどの よ うに用い ら

れて いるか 、 そ の 実態を知 るための 接近法は

い くつ かある。 色見本を示 して 色名を回答さ

せ る方法 、 想起する色名を列挙させる方法 、

文献資料た とえば文学作品に使用 されて い る

色名を抽出す る方法 、 等 。 そ してそ の 結果は 、

一
方で は日本語ひ い て は文化の 特徴を知 る手

が か りに な るし、 他方で は色覚研究における

色名法の ように生理的特微に もっ ながる可能

性を持つ 。

　 こ こ で は 、 再生法に よ っ て 現代日本人の 色

名使用の 実態の特徴を とらえる。

2．方法

　約 1吩 間で 想起する色名を臆答用紙に記入

させた 。 なお 、 こ の 時間はほぼ全員が回答を

放棄した と見受け られた時聞で ある。 調査は

集団法で 、 4 グル ープ に分かれて 、 1996年夏

か ら秋に かけて 行っ た 。 被験者は 18才か ら72

才まで の 日本人男女 210名。

　 3．結果と考察

　結果の 整理 にあた っ て は、 極力記入 された

回答を尊重 した が 、 著 しく近似 した もの は同

一
カテゴ リー

に まとめた 。

　色名ごとの 頻度を求めた が、お もな特徴は

次の とお り。

（1）回答数 o 回答数の 最大値は 63、最，」、値

は11、 平均値は34．9で あっ た 。 年齢別に みる

と 、 加齢 とともに 再生数が減少す る傾向が認

め られた。 しか し、 これをその まま各年齢の

裘 1．色名再生調査詰果 （年齢別）
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合計 〜 39 〜 59 籐

1 赤 92ρ 89．49629L3

2 紫 91 ．088 ．29L195 ．7

3 黒 90，081296 ．2957

3 茶 90 ．O91 £ 91．1848

5 黄 89．O8 ＆291 ．187D

6 白 88．682 ．494 ．989 ．1
7 緑 85287 ．188 ．676 」

8 胥 84β 85．98 了．376 ．1
9 黄縁 80．591 β 77．2652

10 ピ ン ク 72．974 」 77263 ρ

η オ レ ン ジ 了1．070 ，679 ．756 ．5
12 紺 70567 ．168 ．4804

13 赤 紫 65．774 。蓍 67」 47B

14 灰 色 61．963 ．559 ．563 ．o
15 橙 61447 ．172269 ．6
16 水色 58．671 β 55，了 39．τ
1了 金 58．167 」 50．654 ．3
18 銀 56」 64，750 β 522

，9 黄土 5L967 ．145 ，634 £
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2223
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　　べ 一
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24 グ レ
ー 43β 42．449 ．437 ．0

25 青緑 37．650 ．634 ．219 ．6
26 籃 35．734 ．14 α534 β

27 聖 色 36221 ．243 ．052 ．2
28 ク リーム 34β 32935 ．437 ，0
29 レモ ン 34．349 ．426 ．619 ．6
29 桃 色 34．329 ．440 ．532 ．6
30 群膏 33336 お 35．423 ．9
30 赤緑 33．32 ア．14 書．830 ，4
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色名語彙数とみ なすこ とは危険か も知れない。

加齢に よる記憶再生能力の 低下の影響も否定

で きまい 。

（2）外来色名。

一般に力タ カナで表記 され

る欧米か らの 外来色名は 、 約30％で あ っ た。

これは、
JIS 　 Z8102− 1985の 38％よりは

少ない が 、 現代雑誌 90種を対象とした調査で

の 外来語使用率約20％ とい う結果に くらべ れ

ば多い 。 また年齢別にみ る と、 40才未満とそ

れ以後 との 間に 段差が あり、 前者で は40％弱

が外来色名をあげて い る。

（3）頻度の 最 も高か っ た の は f赤亅 の 92．4

％で 、 以下 「紫亅 「茶1 「黒」 「黄」 「白」

「緑」　 「青」 の 順で 続く。

（4）主な48色名につ いて 、 数量化皿類によ

っ て解析すると、 次の 傾向がみ られた。

（4 − 1）第 1軸で は、

一
方の極に 「ブラ ッ

ク 、 ホワ イ ト、 レ ッ ド、 ブラウ ン 」 、 他h の

極に 「茜 、 灰 、 青》 群青1 が位置する 。 これ

を回答者属性で みると前者にやや若年齢層が

多い もの の 、 性、 年齢 、 回答数との 顕著な関

係は認め がた い 。 む しろ単純に 、 外来色名を

中心に再生する者と 、 伝統色名を中心に再生

する者との差とみなすべ きで あろ う。 これ は 、

あるい は再生 ・連想事態で の 心理機劉の 反映

か も知れない
。

（4 − 2）第 2軸と第 3軸とは 、 図 1、 園 2

の よ うに年齢 、 性および回答数に規定されて

い る。 高年齢層は 「紅、茜、 鼠、 空色」 が多

く、 若年齢層で は 「青緑、青紫、 赤紫」 など

中聞色相名と外来色名が多 い 。

　以上の よ うに色名再生 にはかな りの 姻人差

が認められ 、 外来色名と伝統色名との バ ラ ン

ス に それが顕著に現れ、 その 規定要因として

は年齢つ い で性が大きな影響を もっ
。
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図 1．数量化皿類に よる色名再生パ ターン 図 2．数量化皿類 に よ る被調査者属性の位置
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